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　いま、「協同」が創る2014全国集会 in 九州・沖縄が、2014年11月22日～23日に全体会、21の
分科会の中身で、全体会を福岡国際会議場、分科会をアクロス福岡・西鉄イン福岡・エルガーラホー
ル・福岡県中小企業振興センター・移動分科会（飯塚市・北九州市・糸島市）を会場として開催しました。 

「協同の力で働く喜び、生きるよろこびを！～集まらんですか、語らんですか、平和尊び、命輝く未
来へ～」をテーマに、全国各地からそして韓国からも70名の方が参加し、全体会には1431人、分科
会には1505人、延べ人数で2936人が協同集会に参加をしました。これは、今までの協同集会での
最大参加者数であり、韓国を中心とした東アジアでの協同・連帯の動きが加速した集会になりました。
　1987年のいま「協同を問う」プレ集会（静岡県伊東市）から17回目の全国協同集会になりますが、
協同を「問う」から2000年の東京学芸大学で開催した全国協同集会で、協同を「拓く」に変わり、
2012年のさいたまの全国協同集会からは、協同を「創る」に集会の名称を変更しました。これは市
民が協同することを通じて、社会を変え、地域を変える当事者・主体者として「創る」ことの大切さ
を確信に据えた、参加者自身の学びの変化を象徴する言葉であると思います。
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　この集会の準備として、12回の実行委員会、14回の九州・沖縄各地のプレ集会、12人の共同代表、
19の実行委員会団体、多くの協賛団体、後援団体が参画して、１年以上をかけ、議論を積み上げな
がら準備を行ってきました。また昨年４月から２ヵ月ごとに日本と韓国を訪問し合うこともしてきま
した。このように全国協同集会は、準備の段階から協同で「創る」ことを体現しながら、当日は多く
の感動・交流・学びが生まれ、「働くこと」「生命が輝くこと」「生きること」を共に考える仲間の出
会いの場になりました。これから共に学び合った仲間と、社会や地域の課題を連帯・協同をしながら、
解決をしていくことが、今後の課題になると考えています。
　報告集作成にあたり、集会当日だけでは学びきれなかったことがこの冊子にまとめることができた
のではと考えております。この報告集が「協同の実践が詰まった学びの宝庫」として、みなさんにご
活用いただければ嬉しく思います。この場を借りて、多くの方にご協力をいただいたことに感謝申し
上げます。
 （一般社団法人協同総合研究所　事務局長　相良孝雄）



協同総合研究所は、労働者､ 市民が自らの力で自律的に仕事と生活の
豊かさを求める活動を支援するシンクタンクです。わが国にも「大量
失業の時代」が到来する中で、労働者、市民が自主的に仕事おこしを
する労働者協同組合（ワーカーズコープ）への注目が増しています。
研究所は、わが国唯一の「労働者協同組合」に関する専門研究機関です。

研究活動をネットワークし、蓄積された情報を資源
として支援する「協同の發見」を会員のみなさま
に毎月お届けいたします。


